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まち知る紹介④ ～つながりをたやさない社会づくし～

■問い合わせ・応募先
名寄市社会福祉協議会 地域支援係
〒096-0011
名寄市西１条南１２丁目 名寄市総合福祉センター
電話：01654-3-9862 ＦＡＸ：01654-3-9949
E-mail：chiiki@nayoro-shakyo.jp

名寄社協HP QR コード 名寄社協LINE QR コード

「じいちゃん、一緒に魚釣り行こうね！」
井上 優歩（ゆあ） ５歳

つながるなよろメッセージ

本コーナーでは、コロナ禍においても様々な工夫をしなが
ら活動を展開している団体等をご紹介させていただいていま
す。4回目となる今回は『名寄市共同募金委員会』です。

10月1日から全国一斉に『赤い羽根共同募金運動』が展開
されています。
この活動は、地域福祉の推進を目的とした社会福祉事業と

して法に位置づけられ、国民的なたすけあい運動として受
け継がれながら秋の風物詩としても親しまれています。
寄せられた寄付金は幅広く助成され、様々な民間社会福祉

活動を財源から支えています。
名寄市においても、市民の皆さんの多大なる支援のもと、

様々な募金活動に現在取り組んでいます。
今年はコロナ禍において募金活動にも変化が求められまし

た。多くの市民と接する街頭募金を中止し、協力事業所によ
る『赤い羽根サポーター宣言』を展開しています。
これは、販売する特定の商品を『募金付き商品』とするな

ど、売り上げの一部を募金とするというもので、既に道北セ
ンター福祉会を中心とした５者連携企画として「ここほっと
ｄｅランチ」提供を始めており、今後も他事業所による『募
金付き商品』を発表していく予定です。
「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな

い」を助成テーマと位置づけ、これまでのつながりの維持や
地域課題の解決へ向けた活動等を助成を通じて後押しすると
ともに、コロナ禍に合わせた行動をすることの大切さを訴えかける運動を展開していきます。
また11月6日からは、なよろうや初音ミクピンバッジ、ファイターズ、コンサドーレ、初音ミク、

“劇場版「鬼滅の刃」無限列車編”とのコラボクリアファイル等、一定額以上の募金に限定グッ
ズを数量限定にて進呈しますので、詳しくは名寄市共同募金委員会へお問い合わせください。

■名寄市共同募金委員会 （西1条南１２丁目 名寄市総合福祉センター内）
電話 3-9862 FAX 3-9949

■エフエムなよろ放送日 第１・第３火曜9:30～9:40／17:40～17:50
■名寄新聞・北都新聞掲載日 第１・第３水曜


